
原議保存期間 30年（平成60年３月31日まで）

有 効 期 間 一種（平成60年３月31日まで）

各 都 道 府 県 警 察 の 長 殿 警 察 庁 丙 給 厚 発 第 1 0 号

（参考送付先） 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 3 0 日

庁 内 各 局 部 課 長 警 察 庁 長 官 官 房 長

各 附 属 機 関 の 長

各 地 方 機 関 の 長

犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行令の

一部を改正する政令等の施行について(通達)

犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行令の一部

を改正する政令（平成30年政令第94号。以下「改正令」という。）、犯罪被害者等給付

金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行規則の一部を改正する規則

（平成30年国家公安委員会規則第６号。以下「改正犯給規則」という。）及び国外犯

罪被害弔慰金等の支給に関する法律施行規則の一部を改正する規則（平成30年国家公

安委員会規則第７号。以下「改正弔慰金規則」という。）が本日公布され、本年４月

１日から施行されることとなった。

改正令等の趣旨、概要及び運用上の留意事項は下記のとおりであるので、事務処理

上遺憾のないようにされたい。

なお、以下この通達において、「令」とは改正令による改正後の犯罪被害者等給付

金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行令（昭和55年政令第287号）

を、「犯給規則」とは改正犯給規則による改正後の犯罪被害者等給付金の支給等によ

る犯罪被害者等の支援に関する法律施行規則（昭和55年国家公安委員会規則第６号）

を、「弔慰金規則」とは改正弔慰金規則による改正後の国外犯罪被害弔慰金等の支給

に関する法律施行規則（平成28年国家公安委員会規則第23号）を、それぞれいうもの

とする。

記

第１ 改正令等の趣旨

第３次犯罪被害者等基本計画（平成28年４月１日閣議決定）において、犯罪被害

給付制度に関する

○ 重傷病給付金の支給対象期間等の在り方



○ 犯罪被害者に負担の少ない支給の在り方

○ 若年者の給付金の在り方

○ 親族間犯罪被害に係る給付金の在り方

について、「実態調査や他の公的給付制度に関する調査を１年を目途に行い、これ

らを踏まえた検討を速やかに行って、必要な施策を実施する」ことが盛り込まれた。

本改正令等は、同計画を踏まえ、警察庁において実態調査等を行った上、平成29

年４月から同年７月までの間、「犯罪被害給付制度に関する有識者検討会」におい

て検討し、取りまとめた提言の内容に沿って、犯罪被害者等への支援をより充実し

たものである。

また、併せて国外犯罪被害弔慰金等支給制度についても犯罪被害給付制度と同様

に見直しを行うこととしたものである。

第２ 改正令等の概要

１ 犯罪被害給付制度関係

(1) 遺族給付金の算定に用いられる倍数の見直し（令第６条関係）

遺族給付金の額は、犯罪被害者の勤労収入を基礎に算定される遺族給付基

礎額に、遺族の生計維持の状況を勘案して定める「倍数」を乗じて得た額と

されている。

この「倍数」は、現在、生計維持関係遺族の人数に応じ、一般に生活回復・

自立に必要とされる期間（10年）を勘案して規定されているところ、生計維持

関係遺族に８歳未満の遺児が含まれる場合は、当該遺児の人数も勘案した「倍

数」となるよう改めることとした。

(2) 重傷病給付金の給付期間の延長等（令第７条及び第11条関係）

重傷病給付金の給付期間は、現在、犯罪行為により負傷又は疾病が生じた日

から起算して「１年」までの間とされているところ、これを「３年」に延長す

ることとした。

また、これに伴い、いわゆる無保険者の支給上限月額に関する規定について

所要の改正を行うこととした。

(3) 仮給付金の額の制限の見直し（令第16条関係）

犯罪被害に係る事実関係に関し、速やかに裁定をすることができない事情が

あるときに支給できる仮給付金の額は、現在、支給決定時点で認定可能な犯罪

被害者等給付金相当額の「３分の１」が上限とされているところ、この上限を

見直し、当該犯罪被害者等給付金相当額に改めることとした。



(4) 親族間犯罪における減額・不支給事由の見直し

ア 段階的支給額設定の簡素化（犯給規則第２条関係）

犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者との間に親族関係がある場合には、

現在、諸々の事情の有無を段階的に認定することによって支給額の決定を行

っているところ、単に、犯罪行為が行われた時において親族関係が破綻して

いたと認められる事情等がある場合には、当該親族関係があることを理由と

した支給制限は行わないこととした。

イ 18歳未満の者に対する給付の特例（犯給規則第２条関係）

犯罪行為が行われた時において18歳未満であった者が犯罪被害者又は第一

順位遺族として犯罪被害者等給付金の支給を受ける立場にある場合には、そ

の者と加害者との間に親族関係があることを理由とした支給制限は行わない

こととした。

また、犯罪行為が行われた時において18歳未満であった者が第一順位遺族

である場合、その者が犯罪被害者によって監護されていたときは、犯罪被害

者と加害者との間に親族関係があることを理由とした支給制限について、３

分の１減額にとどめることとした。

ウ 親族の区分類型の合理化（犯給規則第２条及び第７条関係）

犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者との間に同居の兄弟姉妹の関係が

ある場合には、現在、不支給としているところ、別居の兄弟姉妹の関係が

ある場合と同様に３分の２減額とすることとした。

また、犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者との間に三親等内の親族以

外の親族の関係がある場合には、現在、３分の１減額としているところ、

親族関係があることを理由とした支給制限は行わないこととした。

エ その他（犯給規則第２条及び第３条関係）

(ｱ) 加害者が人違いによって又は不特定の者を害する目的で当該犯罪被害者

に対して犯罪行為を行った場合には、犯罪被害者と加害者との間に親族

関係があることを理由とした支給制限は行わないこととした。

(ｲ) 加害者が心神喪失の状態で犯罪行為を行った場合には、犯罪被害者又

は第一順位遺族と加害者との間に親族関係があることを理由とした支給

制限は行わないこととした。

(ｳ) 犯罪行為が行われた時において犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者

との間に親族関係があった場合で、犯罪被害者等給付金を支給すること



により、加害者が財産上の利益を受けるおそれがあると認められるとき

は、犯罪被害者等給付金を支給しないこととした（上記(ｲ)の場合を除く。）。

(5) 申請書類等の整備（犯給規則第16条関係）

遺族給付金の支給に係る裁定の申請において、申請者以外に犯罪行為が行わ

れた時に８歳未満であった生計維持関係遺族がいる場合には、当該者の生年

月日を証明することができる書類を添えなければならないこととした。

２ 国外犯罪被害弔慰金等支給制度関係

(1) 親族関係の実態に着目した不支給事由の類型化（弔慰金規則第１条関係）

国外犯罪行為が行われた時において親族関係が破綻していたと認められる事

情等がある場合には、国外犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者との間に当該

親族関係があることを理由とした支給制限を行わないこととした。

(2) 18歳未満の者に対する給付の特例（弔慰金規則第１条関係）

国外犯罪行為が行われた時において18歳未満であった者が国外犯罪被害者又

は第一順位遺族として国外犯罪被害弔慰金等の支給を受ける立場にある場合に

は、その者と加害者との間に親族関係があることを理由とした支給制限は行わ

ないこととした。

また、国外犯罪行為が行われた時において18歳未満であった者が第一順位遺

族である場合、その者が国外犯罪被害者によって監護されていたときは、国外

犯罪被害者と加害者との間に親族関係があることを理由とした支給制限は行わ

ないこととした。

(3) 親族の区分類型の合理化（弔慰金規則第１条関係）

国外犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者との間に兄弟姉妹の関係がある場

合には支給制限を行わないこととした。

(4) その他（弔慰金規則第１条及び第１条の２）

ア 加害者が人違いによって又は不特定の者を害する目的で当該国外犯罪被害

者に対して国外犯罪行為を行った場合には、国外犯罪被害者と加害者との

間に親族関係があることを理由とした支給制限は行わないこととした。

イ 加害者が心神喪失の状態で国外犯罪行為を行った場合には、国外犯罪被害

者又は第一順位遺族と加害者との間に親族関係があることを理由とした支給

制限は行わないこととした。

ウ 犯罪行為が行われた時において国外犯罪被害者又は第一順位遺族と加害者

との間に親族関係があった場合で、国外犯罪被害弔慰金等を支給することに



より、加害者が財産上の利益を受けるおそれがあると認められるときは、国

外犯罪被害弔慰金等を支給しないこととした（上記イの場合を除く。）。

３ その他

(1) 施行期日

改正令、改正犯給規則及び改正弔慰金規則は、平成30年４月１日から施行す

ることとした（改正令附則第１項、改正犯給規則附則第１項及び改正弔慰金規

則附則第１項関係）。

(2) 経過措置

所要の経過措置を設けることとした（改正令附則第２項、改正犯給規則附則

第２項及び第３項並びに改正弔慰金規則附則第２項関係）。

第３ 運用上の留意事項

１ 改正後の制度の広報及び制度教示の徹底

改正後の制度内容について、「被害者の手引」、各都道府県警察のウェブサイト

等を通じ、国民及び関係機関・団体に周知するための広報啓発活動を積極的に展

開すること。

あわせて、引き続き、犯罪被害者等給付金及び国外犯罪被害弔慰金等の支給対

象となり得る犯罪被害者又はその遺族に対する制度の教示に遺漏がないようにす

ること。

２ 指導及び教養の徹底

改正後の制度の円滑な運用が図られるよう、今般の改正の趣旨及び内容につい

て、職員に対する指導及び教養を徹底すること。

（参考資料）

○ 官報（平成30年３月30日（号外特第６号））（抄）

○ 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行令の

一部を改正する政令（平成30年政令第94号）新旧対照表

○ 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行規則

の一部を改正する規則（平成30年国家公安委員会規則第６号）新旧対照表

○ 国外犯罪被害弔慰金等の支給に関する法律施行規則の一部を改正する規則（平

成30年国家公安委員会規則第７号）新旧対照表
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に
定
め
る
数

(1)
生
計
維
持
関
係
遺
族
に
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
三
歳
未
満

(6)
で
あ
つ
た
者
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
者
の
人
数
に
応

じ
、

の
表
に
定
め
る
数

(1)
生
計
維
持
関
係
遺
族
に
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
二
歳
未
満

(7)
で
あ
つ
た
者
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
者
の
人
数
に
応

じ
、

の
表
に
定
め
る
数

(1)
生
計
維
持
関
係
遺
族
に
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
一
歳
未
満

(8)
で
あ
つ
た
者
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
者
の
人
数
に
応

じ
、

の
表
に
定
め
る
数

(1)

（
削
除
）

ハ

三
人

二
千
二
百
三
十

（
削
除
）

ニ

四
人
以
上

二
千
四
百
五
十

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
）

第
七
条

法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

第
七
条

法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。
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（
法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
）

（
法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
）

第
十
一
条

犯
罪
被
害
者
が
第
九
条
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
に

第
十
一
条

犯
罪
被
害
者
が
第
九
条
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
に
関

関
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
法
第
九
条
第
二

す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
法
第
九
条
第
二
項
の

項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
給
付
期
間
に
お
け
る
療
養
（
第
九
条
に
掲
げ

政
令
で
定
め
る
額
は
、
給
付
期
間
に
お
け
る
療
養
（
第
九
条
に
掲
げ
る
法
律

る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
に
関
す
る
給
付
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
に

の
規
定
に
よ
る
療
養
に
関
す
る
給
付
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
に
限
る
。
）

限
る
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
現
に
要
し
た
費
用
の
額
（
当
該
療
養
の
た
め
の

の
そ
れ
ぞ
れ
に
現
に
要
し
た
費
用
の
額
（
当
該
療
養
の
た
め
の
入
院
が
特
定

入
院
が
特
定
入
院
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
最
終
月
（
給
付
期
間
の
末

入
院
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
最
終
月
（
給
付
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月

日
の
属
す
る
月
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
特
定
入
院
に

を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
特
定
入
院
に
係
る
療
養
に
つ
い

係
る
療
養
に
つ
い
て
は
、
次
項
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額

て
は
、
次
項
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
）
を
合
算
し
た
額
と

）
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
月
当
た
り
八
万
百
円
（
当
該
療

す
る
。
た
だ
し
、
一
月
当
た
り
八
万
百
円
（
給
付
期
間
内
に
、
一
月
当
た
り

養
の
あ
つ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
、
こ
の
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適

の
当
該
合
算
し
た
額
が
八
万
百
円
を
超
え
る
月
数
が
三
月
以
上
あ
る
場
合
に

用
を
受
け
て
一
月
当
た
り
の
額
が
定
め
ら
れ
る
月
（
当
該
療
養
の
あ
つ
た

あ
つ
て
は
、
そ
の
三
月
に
達
し
た
月
の
翌
月
以
降
の
月
に
つ
い
て
は
、
一
月

月
を
除
く
。
）
が
三
以
上
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
療
養
の
あ
つ
た

当
た
り
四
万
四
千
四
百
円
）
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

月
に
つ
い
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
）
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
）

（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
）

第
十
六
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

第
十
六
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

げ
る
法
第
十
条
第
一
項
の
申
請
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

る
法
第
十
条
第
一
項
の
申
請
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
三

と
す
る
。

分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）



犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

○

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）

改

正

後

改

正

前

（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
場
合
）

（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
場
合
）

第
二
条

犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
（
犯
罪
被
害
者
等
給

第
二
条

犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
又
は
犯
罪
被
害
者
等

付
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
者
で
あ
つ
て
十
八
歳
未
満
で
あ
つ
た
も
の
を
除
く
。

給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五

）
又
は
第
一
順
位
遺
族
（
十
八
歳
以
上
で
あ
つ
た
者
（
第
一
順
位
遺
族
が
二
人
以

年
法
律
第
三
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
号
の
第
一
順
位
遺

上
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
て
が
十
八
歳
以
上
で
あ
つ
た
と
き
の
い
ず
れ

族
（
第
一
順
位
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
者
。
以
下
第

か
の
者
）
に
限
る
。
）
と
加
害
者
と
の
間
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

十
条
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
第
一
順
位
遺
族
」
と
い
う
。
）
と
加
害
者
と
の
間
に

親
族
関
係
が
あ
つ
た
と
き
（
婚
姻
を
継
続
し
難
い
重
大
な
事
由
が
生
じ
て
い
た
場

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
親
族
関
係
が
あ
つ
た
と
き
（
第
三
号
に
規
定

合
そ
の
他
の
当
該
親
族
関
係
が
破
綻
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合

す
る
親
族
関
係
に
あ
つ
て
は
、
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
と
加
害
者
と
が

又
は
こ
れ
と
同
視
す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合
及
び
犯
罪

同
居
し
て
い
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
な
い
も

被
害
者
と
加
害
者
と
の
間
の
親
族
関
係
に
あ
つ
て
は
、
加
害
者
が
人
違
い
に
よ
つ

の
と
す
る
。

て
又
は
不
特
定
の
者
を
害
す
る
目
的
で
当
該
犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
当
該
犯
罪
行

為
を
行
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
加
害
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
で
当
該
犯
罪
行

為
を
行
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

夫
婦
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

一

夫
婦
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
つ
た
場
合
を
含
む
。
）
又
は
直
系
血
族
（
親
子
に
つ
い
て
は
、
縁
組
の
届

に
あ
つ
た
場
合
を
含
む
。
）

出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
養
子
縁
組
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
場
合

を
含
む
。
）

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支



援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
の
全
部
（
犯
罪
被
害
者
が
十
八
歳
未
満
で
あ
つ

た
第
一
順
位
遺
族
（
第
一
順
位
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ

か
の
者
。
以
下
同
じ
。
）
を
監
護
し
て
い
た
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ

る
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

二

三
親
等
内
の
親
族
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

法
第
九
条
の
規
定

二

直
系
血
族
（
親
子
に
つ
い
て
は
、
縁
組
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
犯
罪
被
害
者
が
十
八
歳
未
満
で
あ

養
子
縁
組
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
場
合
を
含
む
。
）

つ
た
第
一
順
位
遺
族
を
監
護
し
て
い
た
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額

に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

［
号
を
削
る
。
］

三

兄
弟
姉
妹

第
三
条

犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
と

第
三
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、

加
害
者
と
の
間
に
親
族
関
係
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
と
加
害
者
と
の
間
に
三
親
等
内
の
親
族
に
該
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
加
害
者
が
財
産
上
の
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

す
る
親
族
関
係
が
あ
つ
た
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
の
全
部
を
支
給
し
な
い
も
の

乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。
た
だ
し
、
加
害
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
で
当
該
犯
罪
行
為
を
行
つ
た
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
条

犯
罪
被
害
に
つ
い
て
、
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
に
次
の
各
号
の

第
四
条

犯
罪
被
害
に
つ
い
て
、
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
に
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
が
あ
つ
た
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
が
あ
つ
た
と
き
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給

全
部
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

し
な
い
も
の
と
す
る
。

［
一
～
三

略
］

［
一
～
三

同
上
］

第
五
条

犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

第
五
条

犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る



事
由
が
あ
る
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
の
全
部
を
支
給
し
な
い
も
の

事
由
が
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

［
一
～
三

略
］

［
一
～
三

同
上
］

第
七
条

犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族

第
七
条

犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族

と
加
害
者
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
つ
た
と
き
（
三
親
等
内
の
親
族
に
該
当
す

と
加
害
者
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
つ
た
と
き
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る

る
親
族
関
係
が
あ
つ
た
場
合
を
除
く
。
）
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三

額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
犯
罪
被
害
者
又

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

は
第
一
順
位
遺
族
と
加
害
者
と
の
間
に
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
親
族
関
係
又
は
第

三
条
に
規
定
す
る
親
族
関
係
以
外
の
親
族
関
係
が
あ
つ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る

。

第
八
条

第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

第
八
条

第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る
事
由
の
う
ち
、
二
以
上
の
事
由
に
該

の
規
定
に
よ
り
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
が

当
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

社
会
通
念
上
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

る
額
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

一

第
二
条
、
第
四
条
又
は
第
五
条
に
定
め
る
事
由
が
含
ま
れ
る
場
合

法
第
九

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

条
の
規
定
に
よ
る
額

一

第
四
条
又
は
第
五
条
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合

法
第
九
条
の
規
定
に
よ

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
の
う
ち
、
第
三
条
又
は
第
六
条
第
一
号
に

る
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額

定
め
る
事
由
が
含
ま
れ
る
場
合

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を

二

第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額

乗
じ
て
得
た
額

に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分

三

第
六
条
第
二
号
又
は
前
条
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合

零

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
（
第
五
条
第
二
号
に
定
め
る
事
由
が
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
組
織
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
当
該
犯
罪
行

為
が
発
生
し
た
こ
と
に
関
連
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
犯
罪
被
害



者
等
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
当
該
組
織
に
属
す
る
者
で
な

い
と
き
は
、
同
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
額

は
、
零
と
す
る
。

第
九
条

第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は

第
九
条

第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
又
は
そ

一
部
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
事
由
の
う
ち
、
二
以
上
の
事
由
に
該
当
す
る
と

の
遺
族
と
加
害
者
と
の
関
係
そ
の
他
の
事
情
か
ら
判
断
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
給

き
は
、
そ
の
う
ち
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
額
（
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定

付
金
を
支
給
し
、
又
は
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
を
支
給
す
る
こ
と
が
社
会
通

め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
は
、
同
条

念
上
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る

に
定
め
る
額
）
が
最
も
大
き
い
事
由
に
係
る
額
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

と
こ
ろ
に
準
じ
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
も
の

と
す
る
。

（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
場
合
の
特
例
）

第
十
条

第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
又
は
そ

第
十
条

第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

の
遺
族
と
加
害
者
と
の
関
係
そ
の
他
の
事
情
か
ら
判
断
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
給

ら
の
規
定
に
よ
り
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
せ
ず
、
又
は
そ
の
一
部
を
支
給

付
金
を
支
給
し
、
又
は
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
を
支
給
す
る
こ
と
が
社
会
通

し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と

念
上
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
定
め
る

き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

と
こ
ろ
に
準
じ
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
も
の

じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

一

第
二
条
、
第
四
条
又
は
第
五
条
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合

法
第
九
条
の

規
定
に
よ
る
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

二

第
三
条
又
は
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合

法
第
九
条
の
規

定
に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額

三

第
六
条
第
二
号
又
は
第
七
条
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合

法
第
九
条
の
規

定
に
よ
る
額

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す



る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分

の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
行

為
が
、
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
行
為
（
次
項
第
一
号
に
お

い
て
「
児
童
虐
待
等
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
（
第
四

条
又
は
第
五
条
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）
が
あ
る

場
合
及
び
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）

が
あ
り
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給

し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
あ
る
場
合

ア

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）

第
二
条
に
規
定
す
る
児
童
虐
待
（
当
該
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
、
当
該

加
害
者
に
よ
る
児
童
虐
待
に
よ
り
当
該
犯
罪
被
害
者
の
生
命
又
は
身
体
に
重

大
な
危
険
が
生
じ
て
い
た
場
合
に
限
る
。
）

イ

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
高
齢

者
虐
待
（
同
条
第
四
項
第
二
号
、
第
五
項
第
一
号
ホ
及
び
同
項
第
二
号
（
第

一
号
ホ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
行
為
を
除
き
、
当
該
犯
罪
行
為

が
行
わ
れ
た
時
に
、
当
該
加
害
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
に
よ
り
当
該
犯
罪
被

害
者
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危
険
が
生
じ
て
い
た
場
合
に
限
る
。
）

ウ

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害

者
虐
待
（
同
条
第
六
項
第
二
号
、
第
七
項
第
五
号
及
び
第
八
項
第
五
号
に
掲

げ
る
行
為
を
除
き
、
当
該
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
、
当
該
加
害
者
に
よ



る
障
害
者
虐
待
に
よ
り
当
該
犯
罪
被
害
者
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危
険

が
生
じ
て
い
た
場
合
に
限
る
。
）

二

第
二
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
行
為
が
行
わ

れ
た
時
に
、
当
該
犯
罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
、

当
該
加
害
者
に
対
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
命
令

が
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
（
第
四
条
又
は
第
五
条
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に

準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）
が
あ
る
場
合
及
び
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
（

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）
が
あ
り
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三

分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
あ
る
場
合

三

第
五
条
第
二
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
織
に
属
し

て
い
た
こ
と
が
当
該
犯
罪
行
為
が
発
生
し
た
こ
と
に
関
連
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

現
に
当
該
組
織
に
属
す
る
者
で
な
い
と
き
（
第
二
条
、
第
四
条
又
は
第
五
条
第

一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）

が
あ
る
場
合
及
び
第
三
条
又
は
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に
準

ず
る
も
の
を
含
む
。
）
が
あ
り
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を

乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
を
除
く
。
）
。

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
（
第
三
条
に
定
め
る
事
由
が
あ
る

場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
犯
罪
行
為
が
、
児
童
虐
待
等
に
該
当
す
る
と
認



め
ら
れ
る
と
き
（
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含

む
。
）
が
あ
る
場
合
及
び
第
六
条
第
二
号
又
は
第
七
条
前
段
に
定
め
る
事
由
（

こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）
が
あ
り
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に

三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
あ
る
場
合

二

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
二
号
又
は
第
七
条
に

定
め
る
事
由
が
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
犯
罪
に
係
る
事
情
を
勘
案
し
て
特
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
遺
族
給
付
金
の
支
給
に
係
る
遺
族
の
障
害
の
状
態
）

（
遺
族
給
付
金
の
支
給
に
係
る
遺
族
の
障
害
の
状
態
）

第
十
五
条

令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ

及
び
第
二
項
第
五
号
の
国
家
公
安
委
員

第
十
五
条

令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
項
第
五
号
の
国
家
公
安
委
員
会

(1)

会
規
則
で
定
め
る
障
害
の
状
態
は
、
別
表
に
定
め
る
第
五
級
以
上
の
障
害
等
級
に

規
則
で
定
め
る
障
害
の
状
態
は
、
別
表
に
定
め
る
第
五
級
以
上
の
障
害
等
級
に
該

該
当
す
る
身
体
上
の
障
害
が
あ
る
状
態
又
は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で

当
す
る
身
体
上
の
障
害
が
あ
る
状
態
又
は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で
、

、
身
体
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
、
労
働
が
高
度
の
制
限
を
受
け
る
か
、
若
し
く

身
体
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
、
労
働
が
高
度
の
制
限
を
受
け
る
か
、
若
し
く
は

は
労
働
に
高
度
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る

労
働
に
高
度
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
状

状
態
と
す
る
。

態
と
す
る
。

（
遺
族
給
付
金
の
支
給
に
係
る
裁
定
の
申
請
）

（
遺
族
給
付
金
の
支
給
に
係
る
裁
定
の
申
請
）

第
十
六
条

遺
族
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
法
第
十
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う

第
十
六
条

［
同
上
］

と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
遺
族
給
付
金
支
給
裁
定
申
請
書
（

様
式
第
一
号
）
を
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

［
一
～
四

略
］

［
一
～
四

同
上
］

五

申
請
者
が
生
計
維
持
関
係
遺
族
で
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当

五

申
請
者
が
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
生
計
維
持
関
係
遺
族
（
第
七
号
に
お



時
犯
罪
被
害
者
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
事
実
を
認
め
る
こ
と

い
て
単
に
「
生
計
維
持
関
係
遺
族
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
行
為

が
で
き
る
書
類

が
行
わ
れ
た
当
時
犯
罪
被
害
者
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
事
実

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六

申
請
者
が
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

六

申
請
者
が
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

(1)

る
障
害
の
状
態
に
あ
つ
た
妻
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
該
当
し
て
い
た
者
で

障
害
の
状
態
に
あ
つ
た
妻
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
該
当
し
て
い
た
者
で
あ

あ
る
と
き
は
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
、
そ
れ
ら
の
障
害
の
状
態
に
あ
つ

る
と
き
は
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
、
そ
れ
ら
の
障
害
の
状
態
に
あ
つ
た

た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
書
類

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
書
類

七

［
略
］

七

［
同
上
］

八

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
生
計
維
持
関
係
遺
族
に
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
当

［
号
を
加
え
る
。
］

時
八
歳
未
満
で
あ
つ
た
者
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
者
の
生
年
月
日
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

九

［
略
］

八

［
同
上
］

十

［
略
］

九

［
同
上
］

十
一

［
略
］

十

［
同
上
］

十
二

［
略
］

十
一

［
同
上
］















備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。



※ 表中の二重傍線について

１ 改正前欄及び改正後欄に対応して掲げる標記部分（注）に二重傍線を付し

ており、その標記部分が同一の場合

改正前欄に掲げる二重傍線を付した規定（以下「対象規定」という。）を

改正後欄に掲げる対象規定に全部改正する。

２ 改正前欄及び改正後欄に対応して掲げる標記部分に二重傍線を付してお

り、その標記部分が異なる場合

改正前欄に掲げる対象規定を改正後欄に掲げる対象規定として移動する。

３ 改正前欄に掲げる対象規定に対応するものを改正後欄に掲げていない場合

対象規定を削る。

４ 改正後欄に掲げる対象規定に対応するものを改正前欄に掲げていない場合

対象規定を加える。

(注) 標記部分とは、章、条、項、号、号の細分等の一まとまりの規定の冒頭の「第○章」、「第

○条」、「１」、「一」、「イ」等の部分をいう。



国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

○

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）

改

正

後

改

正

前

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
場
合
）

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
場
合
）

第
一
条

国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
国
外
犯
罪
被
害
者
（
国
外
犯

第
一
条

国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
国
外
犯
罪
被
害
者
又
は
国
外

罪
被
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
者
で
あ
っ
て
十
八
歳
未
満
で
あ
っ
た

犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条

も
の
及
び
十
八
歳
未
満
で
あ
っ
た
第
一
順
位
遺
族
（
第
一
順
位
遺
族
が
二
人
以
上

第
一
号
の
第
一
順
位
遺
族
（
第
一
順
位
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
い

あ
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
者
。
以
下
同
じ
。
）
を
監
護
し
て
い
た
者
を
除

ず
れ
か
の
者
。
以
下
こ
の
条
、
第
三
条
及
び
第
四
条
に
お
い
て
単
に
「
第
一
順
位

く
。
）
又
は
第
一
順
位
遺
族
（
十
八
歳
以
上
で
あ
っ
た
者
（
第
一
順
位
遺
族
が
二

遺
族
」
と
い
う
。
）
と
加
害
者
と
の
間
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
親

人
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
全
て
が
十
八
歳
以
上
で
あ
っ
た
と
き
の
い

族
関
係
が
あ
っ
た
と
き
（
第
三
号
に
規
定
す
る
親
族
関
係
に
あ
っ
て
は
、
国
外
犯

ず
れ
か
の
者
）
に
限
る
。
）
と
加
害
者
と
の
間
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

罪
被
害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
と
加
害
者
と
が
同
居
し
て
い
た
場
合
に
限
る
。
）

す
る
親
族
関
係
が
あ
っ
た
と
き
（
婚
姻
を
継
続
し
難
い
重
大
な
事
由
が
生
じ
て
い

は
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

た
場
合
そ
の
他
の
当
該
親
族
関
係
が
破
綻
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る

場
合
又
は
こ
れ
と
同
視
す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合
及
び

国
外
犯
罪
被
害
者
と
加
害
者
と
の
間
の
親
族
関
係
に
あ
っ
て
は
、
加
害
者
が
人
違

い
に
よ
っ
て
又
は
不
特
定
の
者
を
害
す
る
目
的
で
当
該
国
外
犯
罪
被
害
者
に
対
し

て
当
該
国
外
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
国
外
犯

罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
加
害
者
が
心
神
喪
失

の
状
態
で
当
該
国
外
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

［
号
を
削
る
。
］

三

兄
弟
姉
妹



第
一
条
の
二

国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
国
外
犯
罪
被
害
者
又
は
第

［
条
を
加
え
る
。
］

一
順
位
遺
族
と
加
害
者
と
の
間
に
親
族
関
係
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
外
犯

罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
加
害
者
が
財
産
上
の
利
益
を
受
け
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な

い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
加
害
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
で
当
該
国
外
犯
罪
行
為

を
行
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
場
合
の
特
例
）

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
場
合
の
特
例
）

第
六
条

第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

第
六
条

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
り
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上

ら
の
規
定
に
よ
り
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上

適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か

適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

か
わ
ら
ず
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
に
係
る
裁
定
の
申
請
）

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
に
係
る
裁
定
の
申
請
）

第
七
条

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の

第
七
条

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
法
第
九
条
第
一
項
の
申
請
を

支
給
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
支

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
支
給
裁

給
裁
定
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
同
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（

定
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
同
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下

以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
八

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
八
号
に

号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た

掲
げ
る
書
類
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類

書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
一
～
八

略
］

［
一
～
八

同
上
］





備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。



※ 表中の二重傍線について

１ 改正前欄及び改正後欄に対応して掲げる標記部分（注）に二重傍線を付し

ており、その標記部分が同一の場合

改正前欄に掲げる二重傍線を付した規定（以下「対象規定」という。）を

改正後欄に掲げる対象規定に全部改正する。

２ 改正前欄及び改正後欄に対応して掲げる標記部分に二重傍線を付してお

り、その標記部分が異なる場合

改正前欄に掲げる対象規定を改正後欄に掲げる対象規定として移動する。

３ 改正前欄に掲げる対象規定に対応するものを改正後欄に掲げていない場合

対象規定を削る。

４ 改正後欄に掲げる対象規定に対応するものを改正前欄に掲げていない場合

対象規定を加える。

(注) 標記部分とは、章、条、項、号、号の細分等の一まとまりの規定の冒頭の「第○章」、「第

○条」、「１」、「一」、「イ」等の部分をいう。


